
Ⅰ．調査の概要

１．調査対象期間
平成20年1月～3月の3ヶ月間

２．調査施設数
従業者数10人以上のホテル､旅館及び簡易宿所10,171施設

３．回収率
71.7%

1

10～29人 30～99人 100人～ 計

施設数 5,633 3,460 1,078 10,171



１． 延べ宿泊者数
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○延べ宿泊者数は、前年同期比1.4%の微増
○都道府県別に比較すると、増加率上位5県は、茨城県（前年同期比
12.3%増）、福井県（同10.5%増）、徳島県（同9.9%増）、長野県（同9.3
%増）、奈良県（同7.5%増）
○増加した要因としては、ＴＶ放映ドラマ等の効果、昨年の記録的な暖

冬少雪と比べて早期の降雪によるスキー客増などによると考えられる

Ⅱ．前年同期との比較分析

都道府県別延べ宿泊者増減率順位（前年同期比）
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２．外国人延べ宿泊者数

○外国人延べ宿泊者数は、前年同期比8.8%の増
○都道府県別に比較すると、増加率上位5県は、宮城県（前年同期比
76.0%増）、和歌山県（同65.2%増）、奈良県（同61.3%増）、静岡県（同
42.8%増）、大分県（同42.6%増）
○増加の一因として、仙台-香港便の就航（平成19年10月～平成20年
3月）が4年ぶりに再開したことなどが考えられる
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（１）都道府県別外国人延べ宿泊者数

都道府県別外国人延べ宿泊者増減率順位（前年同期比）
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○国籍（出身地）別外国人宿泊者数の前年同期比の増加率上位は、
第１位がオーストラリア、第２位が香港、第３位がシンガポール

○前年同期との国籍別（出身地）外国人の宿泊者の増加率では、
オーストラリアが関東で40%の増加、近畿で36%の増加、また、香港
が東北で56%、中部33%、九州61%、沖縄92%と大幅に増加
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（２）国籍（出身地）別比較

国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者増減率順位

地域別、国籍（出身地）別外国人宿泊者数増加率（前年同期比）順位
（上位５国籍（出身地））

※長野県は北陸信越運輸局、福井県は中部運輸局に含まれる。

※ （ ）内数字は、国籍（出身地）別宿泊者数の対前年同期増加数
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（２）国籍別外国人宿泊者数

○国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数は第１位が韓国、第２位が

台湾、第３位がアメリカで、上位３カ国（地域）で全体の５割弱

○次いで、中国、香港の順で、これら５カ国・地域の全体のシェアは

６割超
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国籍別外国人延べ宿泊者数（第１四半期分）

延べ宿泊者数は7,351万人泊で、うち外国人は542万人泊（宿泊者
全体に占める割合は7.4％）

１．延べ宿泊者に関する結果

Ⅲ．第１四半期（平成20年1月～3月）の調査結果の概要
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（１）延べ宿泊者数

（万人泊）

シェア

第１位 韓国 119 21.9% 17.7%
第２位 台湾 89 16.5% -0.6%
第３位 アメリカ 60 11.1% -9.0%
第４位 中国 56 10.3% 24.1%
第５位 香港 50 9.3% 31.8%
第６位 オーストラリア 21 3.8% 51.4%
第７位 イギリス 13 2.4% 8.8%
第８位 シンガポール 11 1.9% 30.5%
第９位 ドイツ 9 1.7% 1.6%
第１０位 タイ 9 1.7% -14.1%
第１１位 フランス 9 1.6% 0.5%
第１２位 カナダ 6 1.2% 14.0%

その他 73 13.5% 0.0%
542 100.0%合計

順位 国籍（出身地）

合計
前年
同期比



（３）都道府県別延べ宿泊者数

都道府県別延べ宿泊者数は、東京都が最多、第２位が北海道、第３位

が大阪府、第４位が千葉県、第５位が静岡県であり、上位５都道府県の

全国でのシェアは３割超
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※ （ ）内数字は、前年同期
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（４）都道府県別外国人延べ宿泊者数
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都道府県別外国人延べ宿泊者数は、東京都が最多、第２位が北海

道、第３位が大阪府であり、上位３都道府県の全国でのシェアは５割超
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※ （ ）内数字は、前年同期

都道府県別外国人延べ宿泊者数（第１四半期分）



台湾,38% 韓国,31% アメリカ,10% 香港,8% 中国,6% その他,7%

韓国,70% 台湾,10% 香港,9% 中国,3%
アメリカ,3%

その他,4%
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韓国,60% 台湾,12% アメリカ,5% 欧州,3% 中国,3% その他,16%

韓国,43% アメリカ,8% 台湾,8% 中国,7% 欧州,6% その他,28%

韓国,48% 台湾,25% アメリカ,9% 中国,4% 欧州,4% その他,10%

台湾,26% 中国,20% アメリカ,17% 韓国,5% 欧州,4% その他,26%

韓国,47% 中国,20% アメリカ,11% 欧州,5% 台湾,3% その他,15%

アメリカ,18% 韓国,13% 欧州,13% 中国,12% オーストラリア,7% その他,37%

韓国,27% 中国,18% アメリカ,13% 欧州,9% 台湾,8% その他,25%

韓国,50% 台湾,15% 中国,15% アメリカ,7% 欧州,2% その他,12%

韓国,49% 台湾,13% 中国,12% オーストラリア,7% 欧州,6% その他,14%

香港,40% 台湾,33% 韓国,14% 中国,8%
アメリカ,1%

その他,4%

台湾,22% 韓国,21% 欧州,11% アメリカ,11% 中国,9% その他,26%

台湾,23% 韓国,17% アメリカ,15% 中国,11% 香港,9% その他,25%

韓国,29% 中国,18% 台湾,14% 香港,9% アメリカ,6% その他,24%

アメリカ,21% 欧州,14% 台湾,10% 韓国,10% 中国,9% その他,36%

台湾,38% 中国,18% 韓国,15% アメリカ,8% 香港,5% その他,16%

台湾,33% 韓国,14% 中国,10% アメリカ,9% 香港,8% その他,24%

アメリカ,22% 中国,17% 韓国,14% 台湾,14% 欧州,4% その他,29%

中国,25% 台湾,23% アメリカ,12% 韓国,10% タイ,7% その他,25%

台湾,31% 中国,20% 韓国,11% タイ,6% アメリカ,5% その他,26%

オーストラリア,24% 台湾,23% 韓国,13% 香港,9% 中国,6% その他,25%

中国,55% 台湾,15% 香港,9% 韓国,8% タイ,5% その他,9%

中国,16% 台湾,16% シンガポール,15% 韓国,14% 香港,11% その他,27%

台湾,43% 韓国,15% アメリカ,11% 中国,5% 香港,5% その他,22%

台湾,35% 中国,18% 韓国,15% アメリカ,11% 欧州,4% その他,17%

韓国,26% 台湾,15% 香港,9% アメリカ,8% 中国,7% その他,35%

アメリカ,21% 中国,15% 韓国,13% 台湾,12% 欧州,10% その他,29%

韓国,18% アメリカ,16% 香港,10% 欧州,10% 台湾,9% その他,37%
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中国,23% アメリカ,16% 韓国,15% 欧州,11% 台湾,6% その他,31%

台湾,28% 中国,20% アメリカ,14% 韓国,14% 香港,6% その他,18%

韓国,17% 台湾,17% アメリカ,15% 中国,13% 香港,13% その他,25%

アメリカ,26% 中国,16% 韓国,14% 欧州,12% タイ,8% その他,24%

韓国,39% 香港,21% 台湾,13% 中国,9% アメリカ,4% その他,14%

韓国,35% 台湾,30% 香港,16% アメリカ,5% 中国,4% その他,11%

韓国,58% 台湾,9% 香港,7% アメリカ,6% 中国,5% その他,16%

香港,38% 台湾,18% 中国,11% 韓国,9% アメリカ,7% その他,17%

香港,35% 台湾,26% 韓国,24% 中国,4%
アメリカ,2%

その他,9%

韓国,72% 台湾,9% アメリカ,6% 香港,5%
中国,2%

その他,5%

台湾,42% 香港,20% 韓国,14% オーストラリア,6% 中国,5% その他,13%
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※　欧州はドイツ・イギリス・フランスの3カ国
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都道府県別、国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数構成比



（５）都道府県別定員稼働率
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都道府県別の施設の定員稼働率は、東京都が最も高く 、第２位が大

阪府、第３位が沖縄県

施設タイプ別で見ると、ビジネスホテル、シティホテルの定員稼働率が
高い

※ （ ）内数字は、前年同期
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（％）

宿泊施設タイプ 定員稼働率

旅　　館 30.3%

リゾートホテル 40.0%

ビジネスホテル 58.1%

シティホテル 56.6%

宿泊施設別定員稼働率（第１四半期分）

都道府県別定員稼働率（第１四半期）
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２．一人当たり平均宿泊数に関する結果

（１）都道府県別一人当たり平均宿泊数

都道府県別一人あたり平均宿泊数

1.57
1.42

1.36

1.00 1.05 1.10 1.15 1.20 1.25 1.30 1.35 1.40 1.45 1.50 1.55 1.60

沖縄県
東京都
長野県
大阪府
京都府
愛知県
宮崎県
茨城県
大分県
埼玉県
北海道
千葉県
福岡県
神奈川
秋田県
広島県
岡山県
香川県
滋賀県
新潟県
静岡県
徳島県
兵庫県
鹿児島
群馬県
山形県
三重県
佐賀県
富山県
宮城県
高知県
福島県
鳥取県
栃木県
青森県
熊本県
愛媛県
島根県
山口県
岩手県
長崎県
和歌山
岐阜県
奈良県
山梨県
福井県
石川県

（泊）

都道府県別一人当たり平均宿泊数（第１四半期分）

従業者規模別一人当たり平均宿泊数（第１四半期分）

1.33

1.24

1.28

従
業
者
数

従業者数規模
１人当たり平均
宿泊数　(泊）

10～29人

30～99人

100人以上

一人当たり平均宿泊数（延べ宿泊者数÷実宿泊者数）は、1.28泊で、
都道府県別に見ると沖縄県1.57泊、東京都1.42泊、長野県1.36泊
従業者数規模別では、従業者数10人～29人の施設が1.33泊とやや
長め



（２）都道府県別外国人一人当たり平均宿泊数

外国人一人当たりの平均宿泊数（外国人延べ宿泊者数÷外国人実宿

泊者数）は1.49泊で、都道府県別に見ると高知県2.65泊、茨城県2.03泊、
東京都1.86泊
高知県は、韓国のプロ野球チームがキャンプを行ったことにより、平均

宿泊数が伸びていると考えられる

11

都道府県別外国人一人当たり平均宿泊数（第１四半期分）

1.86

2.03

2.65

1.00 1.25 1.50 1.75 2.00 2.25 2.50 2.75

　高知県

　茨城県

　東京都

　長野県

　京都府

　山形県

　愛知県

　香川県

　徳島県

　新潟県

　埼玉県

　沖縄県

　神奈川県

　大阪府

　富山県

　広島県

　三重県

　岡山県

　群馬県

　愛媛県

　島根県

　兵庫県

　鹿児島県

　福島県

　静岡県

　山口県

　岩手県

　秋田県

　鳥取県

　大分県

　宮城県

　北海道

　青森県

　栃木県

　福岡県

　千葉県

　滋賀県

　宮崎県

　岐阜県

　福井県

　奈良県

　長崎県

　石川県

　熊本県

　佐賀県

　和歌山県

　山梨県

（泊）



お問い合わせ先

分野別 統計・データ「観光」 宿泊旅行統計▼
※宿泊旅行統計調査の詳細な結果は、宿泊旅行統計ホームページをご覧ください

平成20年調査から、主な市区町村（調査票回収施設数が10以上で、
かつ標準誤差率30%以下）の延べ宿泊者数等を集計して公表

市区町村別の一人当り平均宿泊数で見ると、大阪府堺市、愛知県豊
田市が1.7泊以上

（３）市区町村別一人当たり平均宿泊数
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〔一人当たりの平均宿泊数（市区町村別）〕

（泊）

1.7 以上

1.5 ～ 1.7

1.3 ～ 1.5

1.2 ～ 1.3

1.1 ～ 1.2

1.0 ～ 1.1
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〔外国人一人当たり平均宿泊数（主な市区町村別）〕

市区町村別の外国人一人当り平均宿泊数で見ると、秋田県横手市、
秋田県大仙市、高知県高知市、愛知県豊田市、秋田県湯沢市、鹿児
島県薩摩川内市が3.0泊以上

（泊）

1.7 以上

1.5 ～ 1.7

1.3 ～ 1.5

1.2 ～ 1.3

1.1 ～ 1.2

1.0 ～ 1.1



１． 延べ宿泊者数
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Ⅳ．平成１９年（１月～１２月）の集計結果の確定値

月別延べ宿泊者数（平成１９年分）（確定値）

平成１９年（１月～１２月）集計結果について、新設・廃業施設のデータを
反映させて再集計した確定値の概要

延べ宿泊者数は3億938万人泊、うち外国人は2,265万人泊
（宿泊者全体に占める割合は7.3%）

（万人泊）

延べ宿泊者数
シェア

１月 2,214 145 6.6%
２月 2,335 175 7.5%
３月 2,700 178 6.6%
４月 2,373 211 8.9%
５月 2,564 183 7.2%
６月 2,366 176 7.4%
７月 2,536 206 8.1%
８月 3,394 199 5.9%
９月 2,565 176 6.9%
１０月 2,743 226 8.2%
１１月 2,709 205 7.6%
１２月 2,440 185 7.6%
合計 30,938 2,265 7.3%

うち外国人

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

延べ宿泊者数 うち外国人

（万人泊）
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国土交通省ホームページ
http://www.mlit.go.jp/

＜宿泊旅行統計調査＞の詳細データについては、下記ホームページに掲載
しています。

トップページ 統計情報 分野別 統計・データ「観光」 宿泊旅行統計▼ ▼ ▼

（宿泊旅行統計ホームページ）

Ⅴ．宿泊旅行統計調査の詳細データについて




